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写真 1 フェムト秒パルスレーザー照射後のステンレス表面．

（ステンレスのサイズ：100mm×100mm）

写真 2 フェムト秒パルスレーザーが照射されたステンレス表面に載せた水滴．



フェムト秒パルスレーザー照射による超撥水性付与技術

蓮の葉の表面上にある雨粒は，コロコロと転がり落ちる．蓮の葉の表面に微細な凹凸があ

るためであるが，この現象は 20世紀前半に見出され，最近では自浄機能やセルフクリーニン

グなどと呼ばれている．蓮の葉のような生物が織りなす諸現象を模倣する技術，すなわち生

物模倣技術が 10年程前から注目されている1）．着氷対策についても例外ではない2）．

パルス幅が非常に短いレーザーを金属表面に照射し掃引すると，周期がレーザー波長程度

の微細な溝構造が形成される3）．これは，レーザー誘起表面（ナノ）周期構造（Laser-

induced periodic surface（nano-）structures, LIPSS）などと呼ばれている．

著者らは，着雪対策を目的に LIPSS の技術に着目して研究を開始した4）．使用したフェム

ト秒パルスレーザー（1フェムト秒は 1000 兆分の 1秒）の波長，パルス幅，繰り返し周波

数，パルスエネルギーはそれぞれ 800nm，100fs，1kHz，0.19mJである．金属サンプルは

ステンレス（SUS304）である．写真 1は，100mm×100mmのステンレスサンプルに，80

mm×80mmの面積にパルスレーザーを照射・掃引した後の表面である．茶色っぽく見える

のは，表面において 550nm程度以上の光が反射しているためと考えられる．すなわち，550

nm以下の波長の光は，レーザーが照射・掃引された箇所で吸収・散乱されたものと思われる．

レーザー照射・掃引されたステンレス表面に水滴を垂ら

すと，水滴はコロコロと転がり落ちる．転がり落ちないよ

うに水平に保つと，水滴が丸くまとまる（写真 2）．また，

表面には蓮の葉のような微細な凹凸構造が形成されてい

た（写真 3）．一般的に接触角 90° 以上で撥水性，接触角

150° を超えると超撥水性と定義される．接触角計で接触

角を計測すると，2mm3（µL）の水滴の接触角は 159° であっ

た4）．すなわち，超撥水性が付与されたことを確認した．

LIPSS の技術は着雪対策に利用可能と考えられるが研

究例は少なく，また耐候性や耐久性の面で不明瞭な点が多

い．特に，水滴と雪・氷では付着の物理メカニズムが異な

るはずで，着雪対策として利用可能かどうかは現段階では

解らない．今後の屋外における曝露実験がカギを握る．
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写真 3 フェムト秒パルスレー

ザー掃引・照射された

ステンレスの電子顕微

鏡写真．


